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of Older People in Europe）を用いた。COPE Index は、欧米６か国における高齢者の介
護者のニーズ、サポート・サービスの使用状況、またその役割に対する介護者の認識を含
め、介護者の状況を調査するために開発された、15項目、３因子（Negative impact、 











































































差異を COPE Index 等を用いて比較検討し、「介護者の会」で得られる援助特性をデー
タで裏付けたことは、上記の知見を強化している。
　４‌．量的調査の結果、介護を終了しても「介護者の会」に継続参加している人が42％
いることを発見し、さらにインタビュー調査を行い、なぜ介護終了者が継続参加して
いるのかを確認し、支援を受ける人から支援する人への転換を裏付ける知見を得たこ
とは評価できる。
　５‌．専門職による支援と「介護者の会」による支援の違いについて知見を得ている。他
者と比べて自分の状況をとらえ直し、決断に対する後押しをしてくれる等、承認サポー
トは「介護者の会」でしか得ていないものであった。介護保険サービス利用やケアマ
ネジャーの支援だけでは、介護者を支えきれない可能性を示唆したことは評価できる。
　６‌．「介護者の会」を相互援助グループとして検討し、既存のグループ特性ではとらえ
きれない第３タイプのグループとして意味があることを確認した。相互援助グループ
には、セルフヘルプグループとサポートグループが含まれる。「介護者の会」は、２
つのグループの重なりあう部分をもちながら、どのグループにも入らない側面も持っ
ていることを考察したことは評価できる。
　　 ‌　介護者は当事者であるが当事者ではない。また、介護は一時的な役割であり介護は
終了する。支援をする人が最も支援を得るというヘルパーセラピー原則で説明すると、
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「介護者の会」で他の介護者を支援することで支援を得た人が、介護が終了したあとも、
「介護者の会」に残って、支援者として社会に還元している。そのように、介護者と
いう一人ひとりが集まる「介護者の会」であるが、自分が得たものをそこに参加する
という経験を通して、社会の中で介護者を支え合うしくみの形成につながっているこ
とが見えてきた研究として評価できる。
　７‌．今回の研究は、介護者に人として向き合う支援が求められていること、一人ひとり
の状況が異なるために個別性に埋もれがちな介護者支援のありようを、「介護者の会」
という組織を通してどのように概念化されるのかを示し、介護者支援の今後のありか
たについて考察を深めており、社会的意義があると評価できる。
　なお、本論文では、「介護者の会」を第３のタイプの相互援助グループとして意味があ
ると考察しているが、第３のタイプの相互援助グループとはどのようなものかについての
詳細な検討は今後の研究課題であること、介護者支援の社会化については社会化という概
念がつきつめられておらず十分に論じられていないことが課題として残っている。しかし、
これらの点は、これまで報告してきた本研究の価値を低めるものではなく、今後に期待し
たいと考える。
【審査結果】
　以上、尹一喜氏による学位請求論文の研究目的、方法、結果、考察の内容について審査
した。その結果、若干の課題は残すものの、「介護者の会」による援助特性について、新
たに重要な知見を示したこと、介護者に人として向き合う支援が求められていること、一
人一人の状況が異なるために個別性に埋もれがちな介護者支援のありようを、「介護者の
会」という組織を通してどのように概念化されるのかを示し、介護者支援の今後のありか
たについて社会的意義を有する考察が行われており、重要な成果が得られたと判断した。
　その結論を導くに至る論文の論理的構成、おのおのの章で行われた調査・研究の実施方
法、得られた成果と考察のいずれも、博士の学位請求論文として認められる水準に達して
おり、福祉社会デザイン研究科（ヒューマンデザイン専攻）の博士学位審査基準に照らし
妥当な内容であることが認められる。
　以上、所定の試験結果と論文評価に基づき、学位審査委員会は全員一致をもって尹一喜
氏による学位請求論文は、本学博士（社会福祉学）（甲）の学位を授与するにふさわしい
ものと判断する。
 以上
